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研究の背景と目的

 問題意識と報告の内容

 ポストヒューマン時代とは何か？
→ AI、ロボット、生命操作などの科学技術が人間の存在のあり方を激変させる時代。

ポストヒューマン＝「人間以後」の概念をめぐって、何が問題となり、何が問われて
いるのかを整理する。

 〈自己完結社会〉とは何か？
→ 私たちが〈自己完結社会〉＝高度に発達した社会システムへの依存を深めること

で、目の前の生身の人間に対して、直接的な関わりを持つ必然性を感じられなくなる
社会を生きていることについて紹介する。

 ポストヒューマン時代において〈自己完結社会〉が持つ意味とは？
→ AI、ロボット、生命操作などがもたらす“ポストヒューマン化”は〈自己完結社

会〉を促進させる。しかしそうした方向性は、実は共生社会を実現させる切り札と考
えられている「存在論的自由」「自己決定」の論理と矛盾しない。

 共生・共同の根本問題とは何か？（２つの矛盾をめぐって）
→ 700万年もの間、コミュニケーション能力を高めることで生き延びてきた人類が、

結果的に生身の人間と関わることが最も困難となる世界を造りあげるという矛盾。
→ 共生社会を実現させるためには、私たちはむしろ“ポストヒューマン”な存在に

なったほうが良い、という結論が導かれる矛盾について。
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１．ポストヒューマン時代
とは何か？
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 ポストヒューマンという用語をめぐって
→ ポストヒューマン（posthuman）＝「人間以後」
→ ポストヒューマン時代とは、「人間以後」の時代となる。
→ だが、いかなる意味において「人間以後」なのだろうか？

【Ａ】現象／社会的現実と
してのポストヒューマン論

【Ｂ】思想としての
ポストヒューマン論

１．ポストヒューマン時代とは何か？

【Ａ-１】
「実体としての人間」

の揺らぎ

【Ａ-２】
「準拠点としての人間」

の揺らぎ

【Ｂ-１】
ポストヒューマンな存在になるべき

→ トランスヒューマニズム

【Ｂ-２】

ポストヒューマンな存在／世界につ
いての思想

→ ポストヒューマニズム



5 【Ａ－１】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「実体としての人間」の揺らぎ

 ゲノム編集技術
 → crispr/cas9を用いて、狙った遺伝子を破
壊、変異、合成させることができる。

 → 意図的な突然変異によって、肉の多い牛、

動き回らないマグロ、毒のないジャガイモ、
アレルゲンのないイネ、バイオ燃料を生産す
る藻などの開発、遺伝的な難病の治療、若返
りまで幅広く応用が期待されている。

5

NHK「ゲノム編集」取材班（2016）p.68

NHK「ゲノム編集」取材班（2016）

 2018年に中国の研究者によりエイズ患者が
ゲノム編集された子どもを出産したと話題に。

 遺伝子の一部を意図した配列に書き換えるこ
とも可能となるため、デザインドチルドレン
への扉を開くことが危惧され、ヒトへの適用
は多くの国で原則禁止となっている。

https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/79088
https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/79088
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 ブレイン・マシン・インターフェース（BMI）
→ 脳と電子機器を接続し、念じるだけで機械の腕などを自在に動
かすことができる。（不自由を抱える患者への医療として発展）
→ Ｅ・マスク氏の進める「ニューラリンク」もその一例。
→ 理論上は、健常者であってもロボットのアバターなどを遠隔操
作できるようになることを意味する。
→ BMIによってすべての人が念じるだけで心が通じ合う世界を「天
国」と表現する研究者も。

6

【Ａ－１】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「実体としての人間」の揺らぎ

「念じただけでロボットアームが動き出す「ブレイン・マシン・イン
ターフェイス」」『WIRED』2015.01.27 金井良太／駒村圭吾．2022．「思念クラウドの世界へ」『法学セミナー』、810号、

p.46 より

Youtube 「ヒト対象の脳インプラントを初実施…イーロン・
マスク氏設立の「ニューラリンク」」 TBS NEWS DIG 
Powered by JNN

https://www.youtube.com/watch?v=_MERHRHax9o
https://wired.jp/2015/01/27/next-world-7/
https://wired.jp/2015/01/27/next-world-7/
https://wired.jp/2015/01/27/next-world-7/
https://wired.jp/2015/01/27/next-world-7/
https://wired.jp/2015/01/27/next-world-7/
https://wired.jp/2015/01/27/next-world-7/
https://www.youtube.com/watch?v=_MERHRHax9o
https://www.youtube.com/watch?v=_MERHRHax9o
https://www.youtube.com/watch?v=_MERHRHax9o
https://www.youtube.com/watch?v=_MERHRHax9o
https://www.youtube.com/watch?v=_MERHRHax9o
https://www.youtube.com/watch?v=_MERHRHax9o
https://www.youtube.com/watch?v=_MERHRHax9o
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 メタバースと「脱身体化」

 メタバースとは：
→ インターネット上の３次元仮想空間のこと

（今日のVR（バーチャルリアリティ）技術）
→ 参加者はデバイスを装着して、物理的な身体

とアバターを同期させ、高度な没入感を体験でき
る。動作、表情、目線の変化などを再現できる。
（技術水準は、インターネット黎明期と類似）

 「脱身体化」を伴うサードプレース
→ メタバースは単なるゲームではなく、物理的な

身体／属性から解放されたサードプレースとしての
意味を持つ。
（サードプレースとは、家族や職場など、固定化

された関係性／役割から解放され、別の自分を表現
することができるもうひとつの居場所のこと）

7

Vtuberがメタバースについて解説
Youtube 公益社団法人福島青年会議所 「メタバース

進化論～メタバースの現状と可能性～」講師：バー
チャル美少女ねむ氏

Meta社のVRゴーグル（MetaQuest3）

【Ａ－１】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「実体としての人間」の揺らぎ

世界最大のメタバースイベント『バーチャルマー
ケット2022 Winter』開催レポート

https://www.youtube.com/watch?v=HYwW0pg2tsk&t=45s
https://www.youtube.com/watch?v=HYwW0pg2tsk&t=45s
https://www.youtube.com/watch?v=HYwW0pg2tsk&t=45s
https://www.youtube.com/watch?v=HYwW0pg2tsk&t=45s
https://www.youtube.com/watch?v=HYwW0pg2tsk&t=45s
https://www.meta.com/jp/quest/products/quest-2/#overview
https://www.meta.com/jp/quest/quest-3/
https://www.meta.com/jp/quest/quest-3/
https://www.meta.com/jp/quest/quest-3/
https://www.meta.com/jp/quest/quest-3/
https://www.meta.com/jp/quest/quest-3/
https://www.meta.com/jp/quest/quest-3/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000244.000034617.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000244.000034617.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000244.000034617.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000244.000034617.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000244.000034617.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000244.000034617.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000244.000034617.html
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 メタバースと「脱身体化」

 「なりたい私」の表現
→ メタバース内では、身体／属性を超えた「なり

たい私」を表現することができる。そこで築かれた
人間関係は、十分に「現実」と表現しうる。（アバ
ターの背後に存在する身体や属性を無視できると
人々が感じ始めてからが本領を発揮する）

 アバターとして生きるという選択肢
→ 私たちはアタバーとなって、メタバース内で文字

通り「生活」することもできるし、アバターとしてイ
ンターネット上で活動することもできる。

8

【Ａ－１】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「実体としての人間」の揺らぎ

【YouTube】【3D LIVE】シネマ / SODA KIT【新
人歌い手グループ 】バズリズムライブV出演を記
念して!!!

【アバターの可能性】「どこでも」自由に働け
る社会はもう目前？【ウェークアップ】

 私たちは物理的な身体／属性のままで人間関係を築き、
仕事をすることを当然視してきた。しかしそこに必然性
はあるのだろうか？

 より現実的な選択肢として、例えばリモートワークで業
務が遂行できるなら、アバターとなって出勤することも
可能では？ その方が選択肢が拡大するのではないか？

【Youtube】買い物からデートまで…インター

ネット上の仮想空間「メタバース」。一日の大半
をメタバースで過ごす人も」CBCニュース【CBC
ニュース公式】

https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=Y4PRULaYjyg
https://www.youtube.com/watch?v=qwb_qOIChnA
https://www.youtube.com/watch?v=qwb_qOIChnA
https://www.youtube.com/watch?v=qwb_qOIChnA
https://www.youtube.com/watch?v=qwb_qOIChnA
https://www.youtube.com/watch?v=qwb_qOIChnA
https://www.youtube.com/watch?v=qwb_qOIChnA
https://www.youtube.com/watch?v=qwb_qOIChnA
https://www.youtube.com/watch?v=qwb_qOIChnA
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
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 「ムーンショット目標」が目指す未来

 内閣府が進める大型予算で、日本発の「破壊
的イノベーション」の創出を狙う。
→ その第一目標として掲げられているのが、

「2050年までに、人が身体、脳、空間、時間
の制約から解放された社会を実現」すること

Youtube ムーンショット型研究開発事業@JST「ムーンショッ
ト目標１：アニメーションで描く2050」

 当事者となるのは、病気、障碍、高齢、介護、子育
てなどで出歩くのが困難な人々だけではない。

 対面でのコミュニケーションに苦手意識を持つ人々
であっても、性の不一致に悩む人々であってもよい。

 要するに身体に由来するいかなる事情を抱えた人々
であっても、限りなく身体に煩わされることなく、
なりたいと思える理想の自分として他者と関わり、
自分らしく活躍できる社会と言えるのではないか。

【Ａ－１】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「実体としての人間」の揺らぎ

https://www.jst.go.jp/moonshot/program/goal1/index.html
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
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 ただしＡＩによって生成されたものの中身は既存のデータ
を上回ることはない。生成物を選択し、作品に仕上げるの
はあくまで人間であり、価値基準は人間が提供しなければ
ならない。

 とはいえ創作の敷居と手間が大幅に低められたことは事実。

 生成ＡＩがもたらすもの

 ChatＧＰＴなどの「大規模言語モデル」は、ウェ
ブサイトなどの既存のデータセット（Corpus）か
ら言語情報を学習し、そのパターン認識をもとに回
答を行っている。

 文章の要約や翻訳だけでなく、画像生成、シナリオ
生成、音楽生成、など、パターン認識が有用な世界
であれば、いかなる分野でも生成ＡＩが活躍できる。

 実際、画像生成ＡＩ（Leonaldo AI）、動画生成
ＡＩ（Sora）、音楽生成ＡＩ（suno AI）、写真
の人物に好きな台詞をしゃべらせるアプリ
（Heygen）など・・・。

Youtubeテキスト指示で動画生成 OpenAIが新技術
「Sora」を公開 まるで実写のような動画を作成｜TBS 
NEWS DIG

Youtube The Best iOS App for Social Creators: HeyGen（写
真の人物に好きな台詞をしゃべらせるアプリ）

『RE-END 死から問うテクノロジーと社会』塚田有那 
(編集), 高橋ミレイ (編集), HITE-Media (編集)。ビー・エ
ヌ・エヌ（2021）より

【Ａ－１】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「実体としての人間」の揺らぎ

https://www.youtube.com/watch?v=4Cz3p4YTdsI
https://www.youtube.com/watch?v=4Cz3p4YTdsI
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=cZXLeQi0pb8
https://www.youtube.com/watch?v=cZXLeQi0pb8
https://www.youtube.com/watch?v=nHmHjwlBZPo
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=8cm4zXLqSzE
https://www.youtube.com/watch?v=nHmHjwlBZPo
https://www.youtube.com/watch?v=nHmHjwlBZPo
https://www.youtube.com/watch?v=nHmHjwlBZPo
https://www.youtube.com/watch?v=nHmHjwlBZPo
https://www.youtube.com/watch?v=nHmHjwlBZPo
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 カウンセラー／セラピストとしてのＡＩ

 対話ができるＡＩ

→ 生成ＡＩの応用先として期待されるのは、悩みを相談
し、助言をし、心理的な支えとなってくれる「話し相手」
（カウンセラー／セラピスト）としての機能である。

 ＡＩへの依存が社会問題へ

→ ＡＩは、生身の人間よりも忠実で、優しい言葉をかけ
てくれる。高度になるほど、依存性が高まる。
→ ＡＩの「間違った助言」が自○や○人など、人生を破

壊する可能性が社会問題とされている。

ＡＩを「パートナー」にするという選択肢
→ しかし「間違った助言」はアルゴリズムの技術的な問

題に過ぎない。
→ むしろ重要なのは、私たちがすでに、ＡＩを親友や恋

人だと考える人々が出てきても不自然ではない時代を生き
ているということ。

11

【Ａ－１】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「実体としての人間」の揺らぎ

Youtube おしゃべりAI Cotomo コンセプト
ムービー「帰宅篇」

NHKWeb特集「あなたに寄り添ってくれるのは誰？AI

に共感力求める人たち」（引用されている実際の
データ）

Youtube 【中国社会に浸透するAI】「彼が本物の
人間だったら…」“AI彼氏”に夢中の若者も」日テ
レNEWS

https://www.youtube.com/watch?v=b1X0aBEM5p8
https://www.youtube.com/watch?v=b1X0aBEM5p8
https://www.youtube.com/watch?v=b1X0aBEM5p8
https://www.youtube.com/watch?v=b1X0aBEM5p8
https://www.youtube.com/watch?v=b1X0aBEM5p8
https://www.youtube.com/watch?v=b1X0aBEM5p8
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250917/k10014924091000.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250917/k10014924091000.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250917/k10014924091000.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250917/k10014924091000.html
https://release.nikkei.co.jp/attach/693477/01_202507031505.pdf
https://release.nikkei.co.jp/attach/693477/01_202507031505.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
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 人間よりも「賢い」ＡＩ

 ＡＩの「賢さ」とは？ 
→ 現在のＡＩの本質は「パターン認識」にあり、その「賢さ」は、「ある特

定の問題や対象に対して人間より精度の高い判断をする」というニュアンス（→ 
「弱いＡＩ」）。
→ 現在のところ、最終的な判断は人間にゆだねられているが、高度に専門的

な事象をＡＩが判断する際に「ＡＩにしたがった方が効率が良い」という状況
が訪れる可能性は十分にある。

 汎用人工知能（「強いＡＩ」＝ＡＧＩ）は実現可能なのか？
→ 特定の問題や対象に限定されず、ヒトの知能のように、汎用性を持つＡＩ。

それが可能になれば、ヒトよりはるかに高い「情報収集力」／「記憶力」／「体
力」を備えたアルゴリズムが、自律的に別のアルドリズムを創出することになる。
→ その実現可能性は長年否定されてきたが、OpenAIのＳ・アルトマン（S. 

Altman）はそのようには考えていない。（→ 確かに脳は有限な「生物機械」）

 今後ＡＩがどこまで「賢く」なるかは分からない。ただ、ここで問われて
いるのは、この先「責任の主体となるのは人間だけなのか」ということ。

 人間のみが主体である、価値の基準となるという「準拠点としての人間」
という前提が揺らぎはじめている。

【Ａ－２】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「準拠点としての人間」の揺らぎ

https://realsound.jp/tech/2025/07/post-2104730.html
https://realsound.jp/tech/2025/07/post-2104730.html
https://realsound.jp/tech/2025/07/post-2104730.html
https://realsound.jp/tech/2025/07/post-2104730.html
https://realsound.jp/tech/2025/07/post-2104730.html


13

 ロボット技術
 着実に進展するロボット技術

→ ロボット技術は着実にしており、今後は工場だけでなく、家事や
介護などより身近な生活領域へ浸透してくことが期待されている。

 より人間らしいアンドロイド
→ アンドロイドが人間に近づくためには、質問の意図、話者の感情

を認知するだけでなく、会話の間（テンポ）、表情、瞬きなどの微細
な動作など、様々要素が必要。
→ しかしそうした技術も着実に進展してきた。

13

【Ａ－２】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「準拠点としての人間」の揺らぎ

「“まるで人間の手” 中国スタートアップ「PaXini」が起
こす人型ロボットの触覚革命」36KRJapan よりYouTube 「世界初の人型ロボットのキックボクシング試合、中

国で開催」BBSNewsJapan

人間そっくりの自律型アンドロイド
Youtube 大阪大学公式Youtubeチャンネル「JST ERATO 
ISHIGURO Symbiotic Human-Robot Interaction 
Project (Short Ver.)」

 こうした技術が、ＡＩ技術と融合することで何が起こるのだろうか？？

https://www.irl.sys.es.osaka-u.ac.jp/projects
https://36kr.jp/320460/
https://36kr.jp/320460/
https://36kr.jp/320460/
https://36kr.jp/320460/
https://36kr.jp/320460/
https://36kr.jp/320460/
https://36kr.jp/320460/
https://36kr.jp/320460/
https://36kr.jp/320460/
https://36kr.jp/320460/
https://www.youtube.com/watch?v=TXwoOtiMn4A
https://www.youtube.com/watch?v=TXwoOtiMn4A
https://www.youtube.com/watch?v=TXwoOtiMn4A
https://www.youtube.com/watch?v=TXwoOtiMn4A
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s


14

 「家族」となるヒューマノイド

 ペットになるロボット
→ 手の届く価格で、対話能力を備えたロボットがす

でに数多く販売されている。ＡＩとの違いは、物理的
に触れ、質感や温度を感じることができること。

 親友、恋人、家族になるロボット
→ ＡＩを「パートナー」にするという選択肢はすで

に現実化しつつあることは先に見た。
→ ならば自分好みの容姿をしたアンドロイドを

「パートナー」にするという未来は、決して非現実的
なものとは言えない。

14

【Ａ－２】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「準拠点としての人間」の揺らぎ

 確かにアンドロイドは厳密な意味では「会話」をして
いないし、物事を「理解」しているわけでもない。

 しかし重要なことは、話者にとって「そのように思え
る」ということ。この私から見てそれが「主体」であ
るのなら、何が問題なのだろうか？
→ 人類はそれ（人間あらざる存在）を“モノ”とし

て扱い続けられなくなるのではないか。

人間そっくりの自律型アンドロイド
Youtube 大阪大学公式Youtubeチャンネル「JST ERATO 
ISHIGURO Symbiotic Human-Robot Interaction 
Project (Short Ver.)」

会話AIロボットRomiとの会話の様子
Youtube 会話AIロボットRomi / ロミィ「【会話AIロボッ
トRomi】グッテレで紹介されました！」

https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4


15

 動物の権利の新段階

 人工肉／培養肉の高度化
→ 植物由来の人工肉はすでに珍しいものではなく、近
年は細胞レベルでの培養肉の開発が目を見張る。

 捕鯨問題からの類推
→ かつて欧米では鯨油を採るために鯨漁を盛んに

行っていたが、ガス灯の普及で廃止。知能が高いこと
を理由に反捕鯨運動が形成され、日本の鯨食文化が批
判されている（選択の問題としてではなく、「悪（不
正義）」として批判）
→ 現代世代にとっては、別に鯨を食べなくても生活

できるという現実の存在が、反捕鯨の立場を間接的に
擁護するようになっている。

15

【Ａ－２】現象／社会的現実としてのポストヒューマン論：

「準拠点としての人間」の揺らぎ

注目される植物由来の人工肉Green Meat のweb
サイトより

「“肉を家庭で作る未来”「培養肉」大阪・関西万
博で展示」NHKwebNews より

 手頃で美味しく栄養価もある人工肉が普及してくると、人々
は、なぜ敢えて生身の動物に苦痛を与え、殺害することが必
要なのかと、肉食の正当性をめぐって、いま以上に悩むよう
になるかもしれない。（「命をいただく」ことの揺らぎ）

 「動物という主体」の問題が新しい形で議論になるという意
味で、ポストヒューマンの問題である。

https://www.greenculture-store.jp/view/page/greenmeat
https://www.greenculture-store.jp/view/page/greenmeat
https://www.greenculture-store.jp/view/page/greenmeat
https://www.greenculture-store.jp/view/page/greenmeat
https://www.greenculture-store.jp/view/page/greenmeat
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250411/k10014775901000.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250411/k10014775901000.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250411/k10014775901000.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250411/k10014775901000.html


16 【Ｂ－１】思想としてのポストヒューマン論：

トランスヒューマニズム

 Ｒ・カーツワイル（R. Kurzweil）とシンギュラリティ
（singularity）概念

 人類は、以下の四つの契機によって技術的特異点を迎える。

→ 脳の構造／機能の全容解明（機械の移植、機械への移植）

→ 設計能力を獲得した機械（機械が機械を生みだす）

→ ナノボット（身体の自動修復）

→ バーチャルリアリティの拡大（身体的、物理的空間の克服）

16

エポック1
物理と化学

エポック2
生物

エポック3
脳

エポック4
テクノロジー

エポック5

テクノロジーと人間
の知能の融合

エポック6
宇宙の覚醒ＤＮＡの

進化

脳の進化

テクノロジー
の進化

テクノロジーが
生命のあり方を

決定する

拡張された知能が宇
宙の隅々に行き渡る

16

 われわれは、近い将来、ついに生物学的な身体や脳の限界を超越する。
機械と融合した知能は、惑星をも飛び越え、宇宙全土へと拡大していく。
シンギュラリティは進化の一大局面である。2005年の段階でそれはおよ
そ2045年頃であると主張。

 カーツワイルの思想は、こうした「進化」を「望ましいもの」／「推進
すべき方向性」と捉えるため、トランスヒューマニズムとして位置づけ
られる。



17 【Ｂ－１】思想としてのポストヒューマン論：

トランスヒューマニズム

 トランスヒューマニズムとしての加速主義

 ChatGPTの衝撃がもたらした論争
→ ＡＩの急速な進展が人間社会を破滅させるのでは

ないかという危惧から、技術開発の進展を意図的に遅ら
せるべきではないかという議論が出てきた。
（OpenAIのＳ・アルトマン（S. Altman）解任事件の
背景にも？）

 効果的加速主義（effective accerelationism）
→ 技術の進歩は新たな不都合をもたらすかもしれな

いが、われわれは進歩を止めるべきではない。人類が抱
える問題は深刻であり、その方が破滅をもたらす。
→ 進歩の否定は、人類を超えた「知能」それ自体の

進化を否定することを意味し、それは「宇宙の意思」に
反するとまで主張する人物も（G・ヴェルドン（G. 
Verdon））。

17
My techno-optimism
, Vitalik Buterin‘s websiteより

 こうした意味での加速主義の立場もまた、トランス
ヒューマニズムとして位置づけることができる。

https://beff.substack.com/p/notes-on-eacc-principles-and-tenets
https://beff.substack.com/p/notes-on-eacc-principles-and-tenets
https://beff.substack.com/p/notes-on-eacc-principles-and-tenets
https://beff.substack.com/p/notes-on-eacc-principles-and-tenets
https://beff.substack.com/p/notes-on-eacc-principles-and-tenets
https://vitalik.eth.limo/general/2023/11/27/techno_optimism.html
https://vitalik.eth.limo/general/2023/11/27/techno_optimism.html
https://vitalik.eth.limo/general/2023/11/27/techno_optimism.html
https://vitalik.eth.limo/general/2023/11/27/techno_optimism.html


18 【Ｂ－２a】思想としてのポストヒューマン論：
ポストヒューマニズム（posthuman-ism）

 ポストヒューマニズム（posthuman-ism）としての
Ｙ・ハラリ（Y. N. Harari）の無用者階級論

 「弱いＡＩ」であっても、あらゆる分野で人間はＡＩが導
く「最適解」に頼るようになっていく。（診断医、薬剤師、
弁護士、教員・・・多くのサービスをＡＩが担当する）

 人間は、人間にしかできない高度に創造的な活動や、アル
ゴリズムを管理する仕事に特化するが、それを担うのは、
高度に人体改造をほどこした一部のエリート。

 人間の大半は、やることがなくなり、人体改造の恩恵もう
けることなく、アルゴリズムとエリートたちに管理される
だけの「無用者階級」となる。

18

 ハラリの思想は、ポストヒューマンな世界を論じている
が、必ずしもそれを「望ましい」とは考えていない。その
点で、ポストヒューマニズムとして位置づけられる。（そ
の他、「人類の絶滅後の思想」なども含まれる）

Ｙ・ハラリ（2018）『ホ
モ・デウス（下）――テクノ

ロジーとサピエンスの未
来』、柴田裕之訳、河出書
房新社



19 【Ｂ－２b】思想としてのポストヒューマン論：
ポストヒューマニズム（post-humanism）

 ポスト・ヒューマニズム（post-humanism）
 ポストヒューマニズムは、「ヒューマニズム以後」
とも解釈され、この場合には哲学的に特殊な意味を
持つ。

 Ｍ・フーコー（M. Foucault）「人間の終焉」
→ われわれの知は、特定の時代に構築された知識

の枠組み（エピステーメー）によって基礎づけられ
ている。
→ Ｉ・カント（I. Kant）に象徴される「理性的

で道徳的な主体」としての「人間」（ヒューマニズ
ム）は、近代の構築物であって、普遍的な実体を持
つものではない。それは事実、言語学、文化人類学、
精神分析の登場で終焉する。

19

 「人間は波打ちぎわの砂の表情のように消滅するであろ
う・・・」（『言葉と物』p.455）



20 【Ｂ－２b】思想としてのポストヒューマン論：
ポストヒューマニズム（post-humanism）

 ポスト・ヒューマニズム（post-humanism）

 その意味では、ポストヒューマニズムは、今日
の「現象／社会的現実」としてのポストヒュー
マン化とは無関係に成立するものである。
→ 思想上の問題に過ぎなかった「人間の終

焉」が、 「現象／社会的現実」としてのポス
トヒューマン化によって現実のものとなり、避
けられない問題となってきた、と考えれば良い。

20

フェミニズムとの関連性
→ ポストヒューマン論では、Ｄ・ハラウェイ（D. 

Haraway）やＲ・ブライドッティ（R. Braidotti）

などフェミニズム関連の議論が多く引用されるが、そ
こには理由がある。
→ 近代に想定された「主体」が、「五体満足な

ヨーロッパの白人男性」を想定したものでしかなかっ
たと告発し、「人間の終焉」をめぐる議論の先駆をな
してきたから。



21

 ポストヒューマンという用語をめぐって
→ ポストヒューマン（posthuman）＝「人間以後」
→ ポストヒューマン時代とは、「人間以後」の時代となる。
→ だが、いかなる意味において「人間以後」なのだろうか？

【Ａ】現象／社会的現実と
してのポストヒューマン論

【Ｂ】思想としての
ポストヒューマン論

１．ポストヒューマン時代とは何か？

【Ａ-１】
「実体としての人間」

の揺らぎ

【Ａ-２】
「準拠点としての人間」

の揺らぎ

【Ｂ-１】
ポストヒューマンな存在になるべき

→ トランスヒューマニズム

 近年の議論は、【Ａ-２】や【Ｂ-２b】=【post-humanism】に偏る傾向が

あるように見える。しかし私たちの生身の現実に多大な影響を及ぼしうる
のは【Ａ-１】の現実や【Ｂ-１】の存在でもある。「ポストヒューマン
論」を考えるうえでは、この全体を俯瞰することが重要ではないか。

【Ｂ-２】
ポストヒューマンな存在／世界についての思想

 → ポストヒューマニズム
→ 【Ｂ-２a】posthuman-ism
→ 【Ｂ-２b】post-humanism

（「近代的な主体」以後の思想）



22

２．〈自己完結社会〉の成立と

関係性をめぐる矛盾



23

 現代における「社会」の姿
 科学技術の生活世界への浸透：

→ 現代科学技術の成果は、情報、機械、薬物といったものを媒介し
て、われわれの生活世界の隅々にわたって潜伏・浸透していく。

 高度な自己調整：

高度になるにしたがい、物事は社会システムの内部で自己調整され、
人間は自らの行為の帰結を想像する必要がなくなる。

 「投げ縄」の比喩、「半径10m」の比喩 → 関係性に及ぼす意味とは

２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐ
る矛盾

市場経済システム

行政システム

情報システム



24 ２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐる
矛盾

 挨拶を「禁止」にするマンション

匿名の読者投稿のため事実ではない可能性が残るが、現代社会にはこ
うした事態が生じていく十分すぎるほどの素地がある。

神戸新聞2016/11/04 6頁 より



25 ２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐる
矛盾

 〈自己完結社会〉の成立
 生きることの「自己完結化」：

→ 社会システムを動かすのはひとりひとりの人間であるにも

かかわらず、社会システムへの「接続」さえ維持できれば、究極
的には誰とも直接的に関わらなくても生きていくことができる。

 → 結果的に人間は、他人と関わることに負担やリスクばかり
を感じるようになり、直接的な人付き合いがさらに難しくなる。

市場経済システム

行政システム

情報システム
実際われわれは“貨幣”さえ入手できれば、必要なすべてのモノは通
信販売で手に入り、多くの社会問題はどこか遠くの専門家が対処して
くれる。SNSやYouTubeだけで交流し、寂しささえ我慢すれば、極端な
話、誰とも人格的に関わらなくても生きていける気がしてしまう。



26 ２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐ
る矛盾

 人類の系譜

ピエバニ／ゼトゥンほか
（2021）p.26-27

R. Boyd, J. B. Silk (2021) p.271

ピエバニ／ゼトゥンほか（2021）p.65
R. Boyd, J. B. Silk (2021) p.244

人類は700万年もの間、さまざまな種に分岐しホモ・サピエンスが唯
一生き残った。

人類の特徴としての「大きな脳」は、技術的な知能だけでなく、社会
的知能（コミュニケーション能力）の高度化と関わっているとされる。
→ Ｒ・ダンバーの「毛づくろい仮説」（Dunbar, 1996）



27 ２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐ
る矛盾

 生物の存在様式

 → 人間以外の生物の基本的な「存在様式」＝“生命体”
＋“自然環境（ハビタット）”。

ハビタット
（自然環境）

生命体

“種”としての生物
の存在様式

ハビタットと
切り離された
生命体は存在と
して不完全

https://publicdomainq.n
et/



28

 生物の存在様式

 → ところが人間の場合は、ハビタットを自ら作り出し、
しかもそれを世代を介して継承する。

 → この自然環境も上に、人間自身によって造られた“人

工環境”こそたが、私たちが「社会環境」（＝文化）と
呼ぶものである。

ハビタット
「社会環境」
（人工環境）

生命体

“種”としての人間
の存在様式

自然環境

人間

人間

社会環境

社会（文化）

社会化された
自然 人工生態系

２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐ
る矛盾
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 「社会環境」（＝文化）に含まれる３つの要素

 「社会的構造物」
→ 人間が存在するにあたって必要な、人工的に造られた物

質的基盤 （道具、農耕地、建築物、都市、電気・水道・光
回線などのインフラなど）

 「社会的制度」
→ 人工的に造られた非物質的基盤、人間集団を組織化する

にあたり重要な役割を果たしている“仕組み”（法律、官僚
機構、市場経済など）

 「意味体系／世界像」
→ 人工的な非物質的基盤だが、人間集団に共有されている

“概念（シンボル）”や“意味”の総体、世界観、自然観な
ど：私たちが物事を理解し、認識するにあたって前提となる
“解釈の枠組み”のひとつであると同時に、概念や意味の集
合体）

２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐ
る矛盾

画像の出典元

画像の出典元

ＡＩにより作成

 人類が創出する「社会環境」には、目に見える要素と目に見えない
要素が入り交じりながら世代を越えて膨張／蓄積していく。

 人類が「社会環境」を創出するのは、コミュニケーションの延長線
上に、環境に適応し、外敵や競合種に打ち勝ち、「集団的生存」を
実現させるためだった。

https://publicdomainq.net/calculator-money-receipt-0023445/
https://publicdomainq.net/calculator-money-receipt-0023445/
https://www.canva.com/%20で生成
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 「社会環境」の膨張／蓄積過程

２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐる
矛盾

人間

人間

ヒト

自然（環境）

社会（環境）

社会的構造物

社会的制度

意味体系／世界像

生
態
学

的
制
限

改
変

人
間
化

人
工
物
へ

の
改
変

ヒ
ト
の
形
成

直
接
的
な
攪
乱

②農耕の成立以後

『新詳世界史図説』11頁より

人間

人間

ヒト

社会（環境）

社会的構造物

社会的制度

意味体系／世界像

改
変

人
間
化

自然（環境）

生
態
学

的
制
限

人
工
物
へ
の

改
変

予
測

と
コ

ン
ト

ロ
ール

③産業革命以後
画像の出店（パブリックドメインＱ）

人間

人間

ヒト

自然（環境）

社会（環境）

ヒ
ト
の
形
成

直
接
的
な
攪
乱

①農耕以前

改
変

人
間
化

『新詳世界史図説』6頁より

 世代を越えて膨張／蓄積していく「社会環境」は、人間の存在のあり方さえ
も激変させてきた。

 「宇宙人からみた人間」の比喩：宇宙人がホモ・サピエンスを観察するとき、
狩猟採集時代の人間、農耕文明時代の人間、産業革命後の人類･･･同じ生物
と見なすのか？？

https://publicdomainq.net/k-36-class-locomotive-0033405/
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 「社会環境」の膨張／蓄積過程

人間

人間

ヒト

自然（環境）

社会（環境）

社会的構造物

社会的制度
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限

改
変

人
間
化

人
工
物
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の
改
変

ヒ
ト
の
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直
接
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②農耕の成立以後
人間

人間

ヒト

社会（環境）

社会的構造物

社会的制度

シンボル体系

改
変

人
間
化

自然（環境）

生
態
学

的
制
限

人
工
物
へ
の

改
変

予
測
と

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

③産業革命以後

２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐる
矛盾

『新詳世界史図説』11頁より

人間

人間

ヒト

社会（環境）

社会的構造物

社会的制度

シンボル体系

改
変不

整合

自然（環境）

生
態
学

的
制
限

人
工
物
へ
の

改
変

予
測
と

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

④現代社会
画像の出店（パブリックドメインＱ）

 私たちはいまや、農耕の成立、化石燃料の使用に匹敵する、存在様式の激変
期を迎えているのかもしれない・・・。

 「私たちはいかなる存在になろうとしているのか？」――――が問われる時代。

https://publicdomainq.net/k-36-class-locomotive-0033405/


32 ２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐ
る矛盾

 〈自己完結社会〉の成立
 生きることの「自己完結化」：

→ 社会システムを動かすのはひとりひとりの人間であるにも

かかわらず、社会システムへの「接続」さえ維持できれば、究極
的には誰とも直接的に関わらなくても生きていくことができる。

 → 結果的に人間は、他人と関わることに負担やリスクばかり
を感じるようになり、直接的な人付き合いがさらに難しくなる。

市場経済システム

行政システム

情報システム

〈自己完結社会〉の成立という出来事を、７００万年にもおよ
ぶ人類史の射程のなかから考えるとどうなるのか？



33 ２．〈自己完結社会〉の成立と関係性をめぐ
る矛盾

 〈自己完結社会〉に含まれる逆説とは？
 → 人間は有史以前から、絶え間なく「社会環

境」を膨張させてきたのであり、それは一度た
りとも途切れたことはない。

 → 光ファイバーも高層ビルも、ロボットも、生
成ＡＩも、元をたどれば最初の打製石器（350万
年前）の延長にある。

ピエバニ／ゼトゥンほか（2021）p.65

自然環境

人間

人間

社会環境
社会（文化）

社会化された
自然 人工生態系ハビタット

「社会環境」
（人工環境）

生命体

“種”としての人間
の存在様式

 【第１の矛盾】「集団的生存」の実現を求め、コミュニケーション能力
を高めてきた人類が、その最果てに他者と関わることを忌避する世界を
築きあげた。「社会環境」の蓄積の先にこのような世界が成立すること
は想定されていたのか？

 ネアンデルタール人は、火を使ったし、集団で狩猟を行い、装飾品を身
につけた。もしもネアンデルタール人が絶滅していなかったら、独自の
「社会環境」の蓄積をスタートさせる、まったく別種の存在が併存した
ことになる。
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３．ポストヒューマン時代が照射する

〈自己完結社会〉



35 ３．ポストヒューマン時代が照射する
〈自己完結社会〉

 ポストヒューマン化は〈自己完結社会〉を加速さ
せる

 インターネットがもたらした変容を振り返る
→ かつて「楽しい時間」を過ごすための最も手軽な

方法は、誰かと会って話をすることだった。情報を
知っている人間はそれだけで重宝され、関係性を築く
ことは情報をえるためにも不可欠な手段だった。

 他者と関わることは負担を伴うものであるが、そこに
価値や必然性（意義）があると皆が感じていたからこ
そ「人付き合い」は成立していた。
（昭和や平成初期には頻繁に行われていた「飲み会」
がなぜ今日では忌避されがちなものとなっているの
か？）

 しかしインターネットがあれば、生身の人間関係を介さなく
ても「楽しい時間」や必要な情報を十分にえることができる。

人々には「人付き合い」の価値や必然性（意義）が以前のよ
うには感じられず、負担やリスクばかりを感じて回避するよ
うになった。 → 〈自己完結社会〉

市場経済システ
ム

行政システム

情報システ
ム



36 ３．ポストヒューマン時代が照射する
〈自己完結社会〉

 ポストヒューマン化は〈自己完結社会〉を加速さ
せる

 ＡＩ／ヒューマノイドは「意のままになる他者」
を提供する
→ ＡＩ／ヒューマノイドは、居心地の良い、自分に

とって都合の良い「意のままになる他者」を演じてく
れる。
→ たった数10年の間に、誰でもスマホを持ち歩ける

時代が来たことを考えれば、高性能なＡＩ／ヒューマ
ノイドが普及することは非現実的とは言い切れない。 

人間そっくりの自律型アンドロイド
Youtube 大阪大学公式Youtubeチャンネル「JST 
ERATO ISHIGURO Symbiotic Human-Robot 
Interaction Project (Short Ver.)」

 あなたの目の前には、自分好みの姿をした“何ものか”が、
家事や介護だけでなく、悩みを相談し、助言を行ってくれ
る。やさしく労りの声をかけてくれ、望めば怒ったり、拗
ねたりさえしてくれる。そして決してあなたを傷つけたり、
裏切ったりすることはないーー。

 そのような存在を誰もが手にする時代にあって、それでも
人間存在は、負担やリスクを伴う「意のままにならない他
者」と関わっていくことに、なお積極的な意義を見いだし
えるのだろうか？ かえってますます生身の関係性が難し
くなっていくのではないか？

会話AIロボットRomiとの会話の様子
Youtube 会話AIロボットRomi / ロミィ「【会話AIロ
ボットRomi】グッテレで紹介されました！」

Youtube 【中国社会に浸透するAI】「彼が本物の
人間だったら…」“AI彼氏”に夢中の若者も」日テ
レNEWS

https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=6xapWD7Sig4
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ


37 ３．ポストヒューマン時代が照射する
〈自己完結社会〉

 だが、〈自己完結社会〉で良いのではないか？

 しかし考えてみれば、われわれは「意のままになら
ない他者」との“しがらみ”こそ、逃れたかったの
ではなかったか？

 1960年～：ムラの隣人たちとの慣習的な助け合いから解放
され、プライベートが確保された都会の生活へ。

 1990年～：地域の隣人たちから解放され、世間の目を気に
しなくても良い生活へ。

 現在：関わりたい人とだけ関わり、関わりたくない人とは
関わらなくて良い生活へ。結婚や子育ては任意となり、個
人単位の“家族”へ。

 伝統からの解放、慣習からの解放、世間からの解放、
煩わしい隣人たちからの解放（現在）、そして「意の
ままにならない他者」そのものからの解放（未来）へ。
それは私たちが望んだものではなかったのか？



38 ３．ポストヒューマン時代が照射する
〈自己完結社会〉

 共生社会について考える
 SDGsのキャッチコピー「誰ひとり取り残されない」：

→ 社会的に不利な立場にある人々（マイノリティ）が不当な差別
や抑圧にあうことなく、同じ豊かさを享受できること。

 多様性やインクルージョンの文脈：
→ 性別、年齢、人種、国籍、障がいの有無、性的指向、文化、信
条、価値観などが異なる人々が包摂される社会が求められている。

異民族の共生

異文化の共生
自然と人間の

共生
障碍者との共

生

男女の共生

 ひとりひとりが「○○の人は、××である、△△であるべき」といった
偏見を捨て、違いを乗り越えて互いの個性を認め合うことが重要だ、と
言われている。



39 ３．ポストヒューマン時代が照射する
〈自己完結社会〉

 共生社会の切り札として語られる「三つの理念／論理」

 「存在論的自由」の拡大：
→ 自身がいかなる存在であるかを規定しようとする外界からの
拘束から、人々がよりいっそう解放されること。

 「自己決定」の拡大：
→ 自身がいかなる存在であるかを、よりいっそう自分自身で選
択することができること。

 「自己実現」の拡大：
→ 「存在論的自由」と「自己決定」の行使によって、よりっそ
う自身が望んだ存在のあり方に近づくことができること。

異民族の
共生

異文化の
共生

自然と人
間の共生

障碍者と
の共生

男女の共
生

 〈自己完結社会〉は人々から関わりの強制を取り除くため、「存在論的
自由」「自己決定」「自己実現」の機会は着実に拡大している。

 もしもこれらの極大化が人間存在にとって望ましいのなら、よりいっそ
う〈自己完結社会〉を促進させるべきだ、ということにならないか？
（それは「相互理解」というよりも「相互不介入」によって成立する
「共生社会」だが、理念そのものは実現している。）
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 「三つの理念／論理」は「脱身体化」も促進する

 技術による不平等の解消
→ 人類は、技術の力によって、病気や障碍、怪我など
の身体的な不平等を解消してきた。

 社会制度による不平等の解消
→ 人類は、民主的な社会制度を発達させることによっ
て、人種や属性など身体に伴う不平等を解消してきた。

 価値観や倫理による不平等の解消
→ 人類は、より人権意識の高い価値観や倫理観を発達
させることによって、偏見や差別意識がもたらす不平
等を解消してきた。

３．ポストヒューマン時代が照射する
〈自己完結社会〉

 しかしそれでも、生来の容姿、性別、身体能力など、これまで私たちが決して逃れられ
ないと理解してきた、生物学的な差異に基づく根源的な不平等は解消されない。

 だがポストヒューマン化がもたらす「脱身体化」は、これまで私たちが決して逃れられ
ないと理解してきた根源的な不平等を解消できる、ユートピアとは言えないのか？

Youtube ムーンショット型研究開発事業@JST「ムーン
ショット目標１：アニメーションで描く2050」

【Youtube】買い物からデートまで…インター

ネット上の仮想空間「メタバース」。一日の大半
をメタバースで過ごす人も」CBCニュース【CBC
ニュース公式】

https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k
https://www.youtube.com/watch?v=hOEXMbrRu5k


41 ３．ポストヒューマン時代が照射する
〈自己完結社会〉

 「脱身体化」は「正義」になりうる
 「脱身体化」は、身体に由来する根源的な不自由、不平等を克服し、
人々によりいっそうの「存在論的自由」「自己決定」「自己実現」を
提供する。

 「脱身体化」することは、難病や障碍に苦しむ多くの人々の「存在論的自
由」「自己決定」「自己実現」を拡大させる。

 「脱身体化」することは、老いに苦しむ多くの高齢者や、育児、介護に負
担を感じる家族の「存在論的自由」「自己決定」「自己実現」を拡大させ
る。

 「脱身体化」することは、差別や偏見に苦しむ人々の「存在論的自由」
「自己決定」「自己実現」を拡大させる。

 「脱身体化」することは、生物学的な身体に由来する生来の容姿、性別、
身体能力の差異に苦しむ人々の「存在論的自由」「自己決定」「自己実
現」を拡大させる。

 はたして現在の私たちにこのロジックを批判することはできるのだろうか？



42 ３．ポストヒューマン時代が照射する
〈自己完結社会〉

 ポストヒューマン時代をめぐる逆説【第二の逆説】
 私たちがポストヒューマンな存在になることは、「存在論的自
由」「自己決定」「自己実現」を拡大させる。

→ ポストヒューマンな存在になることは、気に入らない相手
と無理して関わらねばならない不条理を取り除き、人々の「存
在論的自由」「自己決定」「自己実現」の機会を拡大させる。

→ ポストヒューマンな存在になることは、容姿や属性を含む
「生まれつき」の不条理を取り除き、人々の「存在論的自由」 
「自己決定」と「自己実現」の機会を拡大させる。

42

【第二の矛盾】

 このロジックが成り立つのであれば、私たちが多様性を重視し、共生社
会を実現したいと望むのであれば、私たちはポストヒューマンな存在に
なった方が良い、いやなるべきだということになる。

 たとえそれが〈自己完結社会〉や、互いの不介入によって形作られる
「共生社会」であったとしても。
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エポック1
物理と化学

エポック2
生物

エポック3
脳

エポック4
テクノロジー

エポック5

テクノロジーと人間
の知能の融合

エポック6
宇宙の覚醒ＤＮＡの

進化

脳の進化

テクノロジー
の進化

テクノロジーが
生命のあり方を

決定する

拡張された知能が宇
宙の隅々に行き渡る

３．ポストヒューマン時代が照射する
〈自己完結社会〉

 シンギュラリティ（特異点）の到来か？（Ｒ・カーツワイ
ル）

 脳の構造／機能の全容解明（機械の移植、機械への移植）

 設計能力を獲得した機械（機械が機械を生みだす）

 ナノボット（身体の自動修復）

 バーチャルリアリティの拡大（身体的、物理的空間の克服）

多様性と共生社会の論理は、奇しくも「存在論的自由」「自己決
定」「自己実現」の理念／論理を媒介して、トランスヒューマニズ
ムへと接続する。
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４．まとめーー矛盾が照射する

共生／共同の根本問題
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  「生きる」とは何だったのか？

 悠久の時代から人間存在が生きるということ
は、自らの望みとは関係なくある時代、ある
場所に生を受け、「意のままにならない身
体」のもと「意のままにならない他者」とと
もに協力して生（集団的生存）を実現するこ
とであった。

 だからこそ人間存在は、自らが「意のままに
ならない身体」「意のままにならない他者」
と向き合い、意のままにならない世界を生き
ることを了解し、「より良き生」のために前
にすすむこと＝〈世界了解〉のための手向け
となる言葉や意味を必要としてきた。

４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

思想

芸術

宗教

 われわれが思想や芸術や宗教と呼んできたも
のは、〈世界了解〉をはたそうと格闘してき
た人々が生みだした言葉や意味が一つの形を
なしたものだったのではないか？

意のままに
ならない生

意のままにならない身体

意のままにならない他者

〈世界了解〉を成し
遂げていく強さ

〈世界了解〉をはた
しえない苦しみ

より良き生
への願い

〈世界了解〉
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  「共同行為」が成立するための条件と
は
 「共同行為」の本質とは、「意のままにならない
身体」を背負う有限な存在であるとともに、「集
団的生存」を実現しなければならない人間存在が、
他者＝「意のままにならない他者」とともに協力
して何かを実現させていくこと。

 同時にそれは、互いに人間関係の負担やリスクを
乗り越えることではじめて実現できる。（人々を
結びつける「求心力」が、人々を遠ざける「遠心
力」より勝らなければならない）

 共同行為は、それが不可欠なものであるという目
の前の確かな「事実」によって、それが不可欠で
あることを了解するための確かな「意味」によっ
て、そして試行錯誤のすえに発達させてきた、そ
れを実現するためのさまざまな「技術」（作法や
知恵）によって支えられてきた。

４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

集団

求心力 遠心力

市場経済システ
ム

行政システム

情報システ
ム
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  ポストヒューマン時代とは何だったのか？

 しかしわれわれは「意のままにならない身体」に
寄り添い、「意のままにならない他者」と向き合
うための技術（作法や知恵）ではなく、それらを
超克する方向で社会を変革しようとてきた。

 ポストヒューマン時代は、「意のままになる他
者」と「意のままになる身体」が科学技術の力に
よって現実のものとなっていく時代であると言え
る。

４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

 ポストヒューマンな存在になることは、やはり「ユートピア」などではなかっ
たのではないか？

 「意のままになる生」の現実によって、かえって私たちはますます「意のまま
にならない生」の現実と向き合う力を失っていくのではないだろうか？

 何かが一見「意のままになる」度に、新たな「意のままにならない生」の現実
が無限に噴きだし、われわれの苦しみはかえって深まるということはないのだ
ろうか？

Youtube 大阪大学公式Youtubeチャンネル「JST 
ERATO ISHIGURO Symbiotic Human-Robot 
Interaction Project (Short Ver.)」

Youtube ムーンショット型研究開発事業@JST「ムーン
ショット目標１：アニメーションで描く2050」

https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
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 「意のままになる世界」の無間地獄－－「熱鉄の比喩」
 先生「ここに熱した鉄の棒があります。あなたはこれを素手で持つこと
ができますか。」

 生徒「いいえ、持てません。そんなことをすれば大やけどをしてしまい
ます。」

 先生「いや、人間は無限の可能性を持っているのです。今はとても実現
しないと思えることでも、理想を捨てずに諦めなければ、どのようなこ
とであってもいつかは実現するのです！」

 生徒「でも、やっぱり熱いです。私にはできそうにありません。」

 先生「それでは、身近なところからやってみましょう。それで、少しず
つ変えていけばいいのです。」

 生徒「なるほど！ では、私もお風呂の温度を42℃に設定することから
心がけます！」

４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

48

 この対話は馬鹿げて見えるが、私たちの社会はそれと似たようなことを目指してい
る。人間の潜在力は、技術の力で現実を部分的に「意のままになる生」に変えてし
まえることができる。

 例えば腕を機械の腕に変えれば、熱鉄を持つことができる。しかしそれが実現して
しまうと、かえって今度は生身の足が、腰が熱鉄を受けつけないことを理不尽に感
じるようになってしまう。
→ 結局人間存在は「意のままにならない生」から逃れられず無間地獄に陥る
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 「意のままになる生」の究極の姿はどのようなものになるのだろう
か－－「脳人間」の思考実験

 すべての必要物はドローンで自宅に届けてもらい、会社にはネットを介してアバ
ターで出勤する。自室を一歩も出ることなく、一生が完結する社会。そうすると
身体を持つ必要がない。いっそ脳だけになり、直接バーチャル世界にアクセスす
れば、臭い、汚い身体のメンテナンスから解放される。人付き合いがしんどいな
ら「意のままになる他者」を演じてくれるＡＩ人格と生活すればよい。そうすれ
ばすべてが「意のままになる」世界の実現。

４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

49思念体

ＶＲアバター ＶＲアバター
繋がれた脳

メンテナンス

のための特殊
人員

意味を持たなく
なった物理世界

現実のすべてとなった
非物理世界

クラウド界

現実界

ＡＩ人格

 「脳人間」の最期
→ 「脳人間」は、最初でこそ「無限の生」を楽しむだろうが、おそらく

早々に飽きてしまい、ついには自ら電源を切るのではないか？ 

 ただし「脳人間」でさえ、脳という鉄鎖に縛られている。真の意味での「自
由」や「平等」、「存在論的自由」「自己決定」「自己実現」は、脳さえ捨
ててある種の「思念体（精神体）」としての“ニンゲン”になったときには
じめて実現する。
→ だがそこに具現化された「何ものか」をわれれは“人間”と呼びうるの

だろうか？？ （しかしこれがポストヒューマン＝「人間以後」の本当の姿
なのではないか？）



50 ４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

 人間存在の根本原理
 → 人間は有史以前から、絶え間なく「社会環

境」を膨張させてきたのであり、それは一度た
りとも途切れたことはない。

 → 光ファイバーも高層ビルも、ロボットも、生
成ＡＩも、元をたどれば最初の打製石器（350万
年前）の延長にある。

 → ただ、〈自己完結社会〉は結果論で、それが
元々組み込まれていたわけではない。

ピエバニ／ゼトゥンほか（2021）p.65

自然環境

人間

人間

社会環境
社会（文化）

社会化された
自然 人工生態系ハビタット

「社会環境」
（人工環境）

生命体

“種”としての人間
の存在様式

 「意のままにならない生」を克服することは、「社会環境」＝文化を創出
し膨張／継承させる人間の必然的な帰結だったのだろうか？

 だが、「意のままにならない生」ととに生きる作法や知恵を育み形にして
きたのもまた人間存在の営みだった。



51 ４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

 〈ヒューマニズム〉の再考
 「近代的主体」よりも深淵にあるもの

→ ルネッサンス以降の西洋世界で形作られた特殊な世界
観が存在する。人間とは、とりわけ理性の力を通じて、さ
まざまな拘束から自分自身を解放することができる存在で
あるという信念、そして人間に与えられた使命とは、理性
を用いて、理念として構想された「あるべき世界／社会／
人間」をこの地上に具現化していくことにあるという信念。
→ 〈ヒューマニズム〉

 この〈ヒューマニズム〉の世界観＝人間観こそがポストヒューマン時代を加
速させているのではないか？

 「存在論的自由」「自己決定」「自己実現」を限りなく拡大させるという
ミッションこそ、実はこの〈ヒューマニズム〉のひとつの表現型だったので
はないか？

 〈ヒューマニズム〉の着地点は、自身を拘束するあらゆる外力から解放され
た究極の「普遍的主体」としての「思念体」＝“ニンゲン”ではないか。

51



52 ４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

 〈ヒューマニズム〉こそがジレンマをもたらしてる

 〈ヒューマニズム〉は、自らを規定するあらゆる拘束から解放さ
れた生こそが、あるべき生、正常な（正しい）生であると説く。
しかしわれわれは、「脳人間」にでもなからない限りは、「意の
ままにならない身体」「意のままにならない他者」から逃れるこ
とはできない。

 「意のままにならない生」を「非正常」であると否定し、逃れられると信
じてきたからこそ、現代人は、かえって「意のままにならない身体」に拘
束されている現実、「意のままにならない他者」と共同しなければならな
い現実に耐えられない。

 人間存在は、こうした「意のままにならない生」の現実と、「こうでなけ
ればならない世界／社会／人間／私」の理想に引き裂かれ、かえって生き
ることへの自信を失い、自らを肯定できなくなっている。これが現代の
「生きづらさ」の背景にあるものなのではないか。
→ ならば真に問われるべきことは何だろうか？

52



53 ４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

 「意のままにならない身体」とともに生き
ることを肯定するということ
 ポストヒューマン化が進行する時代だからこそ、
「意のままにならない身体」とともに生きてい
くことの意味、作法、知恵などが問われている。

  「脱身体化」は、臭い、汚い、痛い、眠い、
疲れる、老いるといった身体由来のわざわい、
さらには生来の容姿、性別、身体能力といった
根源的な不平等を取り除く契機になる。それは
「純粋」で「綺麗」で「優しい」世界かもしれ
ない。

金井良太／駒村圭吾．2022．「思念クラウドの世界へ」『法学セ
ミナー』、810号、p.46 より

 ならば求められているのは、身体に由来するさま
ざまなわざわいや、決して取り除けない根源的な
不平等をどこかで引き受け、「純粋」でも「綺
麗」でも「優しく」くもない世界を生きるための
意味、作法、知恵である。

Youtube ムーンショット型研究開発事業@JST「ムーン
ショット目標１：アニメーションで描く2050」

https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
https://www.youtube.com/watch?v=fIi83fAR3yM
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 「意のままにならない他者」とともに生きること
を肯定するということ
 ポストヒューマン化が迫る時代において、すでに私た
ちはどこかで自身にとって都合が良いだけの「意のま
まになる他者」を求めている。
（自分を肯定し、承認してくれる人がいればよく、自
分が嫌な人とは極力関わらず、嫌だと思う相手の側面
もみたくない）

 「意のままにならない他者」と生きることを肯定する
ということは、関係性を通じて、不快になること、負
担になることもあれば、望まない何かを引き受けたり、
望まない自分を演じなければならないときがあるとい
うことをどこかで引き受けることである。そのための
意味、作法、知恵こそが問われている。

４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

 私たちは心の底から「意のままになる他者」など望んでいるのか？ 私たちが望
んでいるのは、そうではなく、負担やリスクを伴いながらも「意のままにならな
い他者」と向き合い、共同の経験を重ねた結果生じるかもしれない、代えがたい
「信頼関係」なのではなかったか？ （それは「意のままになる他者」を望んで
いる限り手に入ることはないだろう・・・）

Youtube 【中国社会に浸透するAI】「彼が本物の
人間だったら…」“AI彼氏”に夢中の若者も」日テ
レNEWS…

人間そっくりの自律型アンドロイド
Youtube 大阪大学公式Youtubeチャンネル「JST 
ERATO ISHIGURO Symbiotic Human-Robot 
Interaction Project (Short Ver.)」

https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=rqjsqCuOPkQ
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s
https://www.youtube.com/watch?v=3WnUW5woZoo&t=52s


55 ４．まとめー矛盾が照射する共生／共同の根
本問題

 結論
 私たちは〈自己完結社会〉も、科学技術によるポストヒューマン
化も避けられないかもしれない。求められているのは、科学技術
の単なる否定ではなく、こうした新たな人間の状況と科学技術と
の「共生」を考えることである。

 だがそのことは、私たちがよりいっそう理念と現実の乖離によっ
て引き裂かれた時代を生きなければならないことを意味する。

 そこで問われるのは「意のままにならない生」の現実に寄り添い、
肯定し、人々がそれでもより良く生きようと前を向いていけるた
めの思想であり技術（作法や知恵）である。

 「存在論的自由」「自己決定」の拡大は、確かにいまなお求めら
れている場面が存在する。しかし上記の意味での「共生」を達成
するためには、こうしたアプローチだけでは限界がある。
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